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地
域
社
会
に
お
い
て
、

安
全
で
充
実
し
た

ノ

生
活
を
送
る
た
め
、

そ
こ
に
は
共
助
の
力
が

、

あ
り
、

そ
し
て
長
年
培
わ
れ
た
伝
統
･

文
化
･

自
然
･

歴
史
等
、

大
切
に
し
た
規
律
を
重
ん

じ
る
姿
勢
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

1
月
20
日
(土)時
折
、

小
雪
が
舞
う
午
後
、

県
央
フ
ォ
ー
ラ
ム
運
営
委
員
会
主
催
で
7
市

町
村
に
よ
る
地
域
県
民
討
論
交
流
集
会
が
厚

木
市
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。オ

ー
プ
ニ
ン
グ
は
、

華
か
に
飯
山
白
龍
太

鼓
連
の
寄
席
太
鼓
、

白
龍
山
下
お
ろ
し
の
勇

み
打
ち
で
開
会
し
ま
し
た
。

井
上
昇
実
行
委
員
長

(厚
木
市
自
治
会
連

絡
協
議
会
会
長
)･
山
口
厚
木
市
長
の
挨
拶
に

続
き
、

事
例
発
表
に
入
り
ま
し
た
。

【
事
例
発
表
】

号

最
初
は
、

厚
木
市
で
相
模
国
飯
山
白
龍
太

1
鼓
保
存
会
の
活
動
に
つ
い
て
発
表
。

5

保
存
会
が
発
足
し

30
年
を
迎
え
、

こ
れ
は

第
江
戸
末
期
か
ら
伝
わ
る
雨
乞
い
行
事
を
創
作

u
た
も
の
で･
子
供
と
対
人
の
か
か
わ
り
を

)
大
切
に
し
、

郷
土
芸
能
の
継
承
保
存
に
努
め

4
て
き
た
。

か
な
が
わ
民
族
芸
能
50
選
･

東
京
国
際
和

.
太

り
テ
ス
ト
入
選
等
、

努
力
し
た
経
過

の
報
告
が
さ
れ
た
。

大
和
市
は
、

共
育
ち
プ
ラ
ザ
･

ま
ん
ま
の

自
分
と
題
し
て
発
表
。

そ
の
ま
ま
の
自
分
を
認
め
合
い
、

子
供
も

大
人
も
一
緒
に
な
っ
て
育
ち
合
お
う
と
子
供

の
居
場
所
づ
く
り
と
若
者
の
ひ
き
こ
も
り
等
、

自
立
･

就
労
支
援
、

特
に
在
日
外
国
人
の
サ

ポ
ー
ト
は
難
し
い
と
の
こ
と
。

海
老
名
市
は
、

え
び
な
の
伝
統
行
事
と
地

塾
又
援
に
っ
い
て
発
表
。

農
村
歌
舞
伎
･

さ
さ
ら
踊
り
等
の
保
存
に

自
治
会
が
支
援
し
て
い
る
。

｢
自
治
会
の
活
性
化
に
は
近
道
は
な
い
。

豊

か
な
土
壌
づ
く
り
が
基
本
｣
と
強
調
さ
れ
た
。

座
間
市
は
、

鈴
鹿
･

長
宿
区
域
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
発
表
。

美
し

い
街
並
み
を
創
り
育
て
る
取
り
組

み
で
、

街
づ
く
り
協
定
に
基
づ
き
、

特
に
湧

水
と
歴
史
の
里
と
し
て
、

恵
ま
れ
た
景
観
と

自
然
を
生
か
し
た
街
並
み
と
環
境
保
全
に
対

し
、

国
土
交
通
大
臣
か
ら
表
彰
さ
れ
る
。

綾
瀬
市
は
、

目
久
尻
川
の
環
境
整
備
に
つ

い
て
発
表
。

川
の
周
辺
道
路
に
は
、

紫
陽
花
･

カ
ン
ナ

等
、

周
辺
の
畑
に
は
菜
の
花
･

コ
ス
モ
ス
が

季
節
に
は
咲
き
、

道
行
く
人
の
心
を
和
ま
し

て
い
る
。

ま
た
、

団
塊
世
代
は
、

地
域
活
動
を
始
め

る
勇
気
が
必
要
と
期
待
は
大
き
い
。

愛
川
町
は
、

春
日
台
お
も
ち
ゃ
の
病
院
に

つ
い
て
発
表
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
仲
間
が
、

お
も
ち
ゃ
を

無
償
で
修
理
し
、

子
供
達
に
物
の
大
切
さ
を

教
え
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
場
づ
く
り
を

し
て
い
る
。

清
川
村
は
、

青
龍
祭
の
再
現
･

継
承
に
つ

い
て
発
表
。

青
龍
祭
は
、

一
度
そ
の
姿
を
消
し
た
が
住

民
の
努
力
で
地
域
の
学
習
活
動
と
し
て
復
活

し
た
。

水
と
緑
の
心
の
源
流
郷
と
し
て
小
さ
な
村

お
こ
し
を
考
え
、

川
の
瀬
に
龍
が
住
み
つ
い

て
い
た
伝
説
で
、

干
ば
つ
に
は
、

雨
乞
い
し

た
等
、

青
龍
を
源
と
し
た
活
動
報
告
が
さ
れ

た
。【意

見
交
換
】

伊
勢
原
市
の
女
性
か
ら
、

大
和
市
へ
の
質

問
で
、

｢
外
国
人
が
増
加
す
る
中
で
ど
の
よ

う
に
サ
ポ
ー
ト
し
た
ら
よ
い
か
。
｣

海
老
名
市
の
男
性
は
、
｢
綾
瀬
市
の
目
久
尻
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今
年
の
冬
は
暖
冬
で
異
常
気
象
と
も
言
わ

れ
て
お
り
ま
す
が
、

皆
様
如
何
お
過
し
で
し

よ
う
か
。

昨
年
、

第
翁
号
で
18
年
度
の
自

治
会
活
動
の
重
点
に
つ
い
て
お
話
し
ま
し
た

が
そ
の
結
果
に
つ
い
て
報
告
い
た
し
ま
す
。

第
一
は
安
心
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
で
す
。

各
地
区
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や
子
供
達
の
登

下
校
時
の
愛
の
目
運
動
等
に
自
治
会
皆
様
を

始
め
、

老
人
会
･

P
T
A
･

警
察
･

行
政
等

の
御
協
力
で
取
り
組
ん
だ
結
果
、

市
内
の
刑

法
犯
の
発
生
状
況
は
平
成
13
年
を
ピ

ー
ク

に
18
年
は
大
幅
に
減
少
し
ま
し
た
。

即
ち

13
年
は
七
一
六
三
件
に
対
し

18
年
は
四
二

七
四
件
と
40
%
も
大
幅
に
減
少
し
ま
し
た
。

そ
の
成
果
に
対
し
、

県
当
局
に
も
評
価
さ

れ
2
月
3
日
に
実
施
さ
れ
た
神
奈
川
県
安

全
･

安
心
ま
ち
づ
く
り
県
民
大
会
に
於
い
て
、

厚
木
市
安
心
安
全
の
ま
ち
連
絡
会
議
に
対
し

松
沢
知
事
か
ら
奨
励
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

大
粥
淋
し

　　
　　

　　　　

　　　

　

　　

　　　　
　

　　　　　
　
　

　　

　　　　　　
　　　　　　　　　　
　
　
　

　　

　　　　　　

　　　　　　　
　
　
　

　　

　　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

　　

　
　

　　

(向かって一番右側が井上会長)

我
々
が
地
道
に
取
り
組
ん
で
き
た
全
市
的
活

動
が
大
き
な
成
果
を
上
げ
評
価
を
さ
れ
た
結

果
で
あ
り
ま
す
。

自
治
会
の
皆
様
を
始
め
活

動
に
御
協
力
頂
い
て
い
る
各
団
体
の
皆
様
に

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

し
か
し
ま
だ
ま

だ
犯
罪
を
減
ら
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

空
き

巣
や
自
転
車
盜
･

車
上
ね
ら
い
、

高
齢
者
を

狙
う
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の
犯
罪
減
少
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

私
達
は
今
迄
の
活
動
に
自
信
を
持
ち
犯
罪

に
立
ち
向
い
抑
止
力
で
あ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
や

近
所
の
声
掛
け
挨
拶
の
励
行
な
ど
根
気
強
く

継
続
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

や
れ
ば

や
る
だ
け
効
果
が
上
り
ま
す
。

犯
罪
の
無
い

住
ん
で
良
か
っ
た
安
心
安
全
の
ま
ち
づ
く
り

に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
o

第
二
は
防
災
活
動
で
す
。

各
自
治
会
で
は

防
災
訓
練
の
実
施
や
防
災
用
機
材
の
装
備
な

ど
充
実
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

今
後
は
避
難

所
設
置
の
場
合
の
運
営
訓
練
等
の
活
動
を
積

極
的
に
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

又
各
家

庭
で
の
防
災
用
品
の
用
意
や
食
糧
･

水
等
の

備
蓄
も
必
要
で
あ
り
ま
す
。

災
害
は
忘
れ
た

頃
に
や
っ
て
く
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

皆
様
普
段
の
準
備
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

第
三
は
自
治
会
加
入
率
の
向
上
で
す
。

最

近
ア
パ
ー
ト
･

マ
ン
シ
ョ

ン
が
増
加
し
て
お

り
、

こ
の
入
居
者
の
方
々
の
加
入
が
望
ま
れ

ま
す
が
、

お
か
げ
さ
ま
で
最
近
徐
々
に
加
入

さ
れ
る
方
が
増
え
て
お
り
ま
す
。

大
事
な
事

は
建
設
計
画
の
段
階
で
の
建
設
事
業
者
な
ど

と
の
話
し
合
い
か
と
思
い
ま
す
。

又
入
居
者

管
理
組
合
な
ど
と
の
話
し
合
い
も
加
入
促
進

に
効
果
的
で
す
。

災
害
発
生
時
の
救
出
や
救

護
物
資
の
配
分
等
は
自
治
会
が
基
本
と
な
り

ま
す
。

人
数
や
高
齢
者
･

幼
児
等
の
把
握
が

で
き
て
な
い
と
救
助
活
動
に
支
障
が
出
ま
す
。

今
後
も
全
市
民
が
自
治
会
に
加
入
さ
れ
る
よ

う
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

以
上
、

三
項
目
は
今
後
も
自
治
会
活
動
の

最
も
大
事
な
項
目
で
す
。

地
道
に
取
り
組
み

を
続
け
、

住
ん
で
良
か
っ
た
厚
木
市
の
実
現

に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

最
後
に
、

各
自
治
会
の
益
々
の
発
展
と
自

治
会
の
皆
様
の
御
健
勝
を
御
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。

川
の
浄
化
は
、

浄
化
装
置
が
あ
る
の
か
。
｣

厚
木
市
の
男
性
は
、

｢
飯
山
の
白
龍
太
鼓

と
清
川
村
の
青
龍
太
鼓
と
の
交
流
の
場
を
考

え
た
ら
ど
う
か
。
｣
等
の
提
案
も
あ
り
活
発
な

意
見
交
換
だ
っ
た
。

最
後
に
井
上
実
行
委
員
長
か
ら
、

｢
活
動

の
内
容
は
異
な
る
が
、

地
域
住
民
と
の
連
携

で
取
り
組
み
さ
れ
て
い
る
。

住
民
相
互
が
、

顔
の
み
え
る
関
係
を
つ
く
り
地
道
に
活
動
し

て
い
く
事
が
自
治
会
の
基
礎
的
活
動
で
は
な

い
か
。
｣
と
の
講
評
で
、

県
央
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、

会
場
溢
れ
る
ば
か
り
の
参
加
者
の
中
、

盛
大

で
有
意
義
に
終
り
ま
し
た
。

家
族
や
地
域
の
つ
な
が
り
が
薄
れ
、

新
た

な
支
え
合
い
が
求
め
ら
れ
る
中
に
あ
っ
て
特

に
今
回
の
事
例
発
表
の
共
通
点
は
、

団
塊
世

代
の
元
気
な
力
と
豊
か
な
経
験
か
ら
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
地
域
社
会
に
活
用
で
き
れ
ば
と
の

期
待
が
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

開
催
に
あ
た
り
、

行
政
の
方
々
、

実
行
委

員
会
の
皆
様
方
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

平
成
19
年
2
月
1
日
、

厚
木
市
自
治
会
連

絡
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
い
た
し

ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
、

多
く

の
方
々
に
自
治
会
の
活
動
を
御
理
解
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ア
ド
レ
ス
は
次
の
と
お
り
で
す
。

け
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コ
＼

グの飯山白龍太鼓

県
央
フ
オ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
て

釜
に̂
生
き
る
活
力
あ
る
地
域
つ
く
り
に
つ
い
て
考
え
る)

厚
木
市
自
治
会
連
絡
協
議
会

き

理
事
?

大
久
保
言
盛
,

造
.

自
治
会
活
動
の
活
発
化
で

住
ん
で
良
か
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を

'

≧
ふ
み

厚
木
市
自
治
会
連
絡
協
議
会
･

‐
"

‐

そ
ご
･

な
き
,

な

ち
学

会
に
長
三

井
三

上
こ

そ

昇

　

　　
　

　　

　

　　
　

　

理

ム
ベ
ー
蕩
開
設

　
　

　　　　

　



明
る
く
住
み
よ
い
地
域

由

づ
く
り
を
み
ん
な
の
力
で

月

久
保
自
治
会
(
荻
野
地
区
)

矯

会

長

岸

豊

作

う!館 避倦/ォこ の籍 が 自治会紹介
　
　1

私
た
ち
の
久
保
自
治
会
は
、

荻
野
の
中
央

成

か
ら
や
や
北
寄
り
、

国
道
四
三
一
号
線
か
ら

平

荻
野
川
に
い
た
る
地
域
に
あ
り
ま
す
。

市
道

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
り
ま
す
。

会
員
数
は
80
世
帯
で
小
規
模
な

◆

′

自
治
会
で
す
が
、

近
年
住
宅
地
開
発
に
よ
り
、

か
な
り
の
転
入
居
者
が
あ
り
会
員
数
も
増
え

"′

て
き
ま
し
た
。

カ
ヤ

自
治
会
活
動
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、

年

“街湖〕

二
画
の
荻
野
川
堤
防
の
草
刈
清
掃
が
あ
り
ま

の
r

す
。

こ
れ
は
伝
統
的
に
続
い
て
き
て
い
る
行

こ
′

れ
ま
す
。

当
日
は
ほ
と
ん
ど
の
会
員
が
、

草

ば

刈
機
ゃ
鎌
.

く
ま
手
･

ほ
ぅ
き
を
持
っ
て
参

/

加
し
、

熱
心
に
作
業
を
し
ま
す
。

ハム休む

平
成
旧
年
度
当
自
治
会
は
、

近
隣
の
桧
ケ

ギ杉

谷
、

東
、

宮
郷
の
自
治
会
と
共
に
防
犯
モ
デ

　　
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　

~
う

ー

人

5
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

七
つ
の

かき
第
班
の
輪
番
制
と
し
、

会
員
と
役
員
で
地
域
の

　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

)
よ
く
知
る
こ
と
が
で
き
、

会
員
相
互
の
交

@
流
.

絆
を
強
め
る
よ
い
機
会
と
な
っ
て
い
ま

す
。

上
荻
野
地
区
で
は
、

最
近
空
き
巣
犯
が

メ

で
は
、

近
空
き
巣
犯
が

　　

多
く
発
生
し
て
お
り
、

防
犯
啓
発
活
動
を
さ

風
物
詩
｢ど
ん
ど
焼
き
｣

に
つ
い
て

酒
井
宿
自
治
会
(相
川
地
区
)

会

長

青

木

忠

日

中
心

男

酒
井
宿
自
治
会
で
は
、

例
年
地
域
の
風
物

詩
と
し
て
毎
年
1
月
第
3
日
曜
日
に
ど
ん
ど

焼
き
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ど
ん
ど
焼
き
は
、

家
内
安
全
や
無
病
息
災

を
祈
願
す
る
事
は
も
と
よ
り
、

祠
(ほ
こ
ら
)

を
造
る
準
備
や
古
い
お
礼
･

お
飾
り
･

だ
る

ま
等
を
持
ち
寄
る
こ
と
で
地
域
会
員
相
互
の

親
睦
と
新
年
の
挨
拶
を
兼
ね
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

祠
を
造
る
準
備
に
は
5
5
6
年
前
か

ら
だ
れ
か
れ
と
言
う
こ
と
な
く
地
元
の
有
志

が
、

飾
り
材
料
(孟
宗
竹
、

真
竹
、

稲
わ
ら
)

等
を
持
ち
寄
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。今
年
も
寒
い
中
を
午
前
8
時
か
ら
老
友
会
、

自
治
会
役
員
、

有
志
の
方
々
の
協
力
と
、

な

ぜ
か
大
勢
の
現
場
監
督
の
も
と
知
恵
を
絞
り

大
き
く
見
事
な
飾
り
っ
け
が
出
来
上
が
り
、

午
後
の
火
入
れ
を
待
つ
ば
か
り

;

午
前
中
は
少
し
風
が
あ
り
ま
し
た
が
、

午

後
は
晴
天
で
風
も
止
み
、

ど
ん
ど
焼
き
に
は

絶
好
の
日
和
と
成
り
ま
し
た
。

子
供
達
に
は

お
菓
子
を
、

お
年
寄
り
や
大
人
達
に
は
お
神

酒
が
振
る
ま
わ
れ
、

又
各
家
庭
で
作
っ
た
団

子
を
竹
ざ
お
の
先
に
付
け
て
持
ち
寄
り
、

地

元
消
防
団
の
警
備
の
中
で
火
入
れ
を
待
ち
ま

し
た
。
定
刻
、

役
員
に
よ
る
点
火
。

飾
り
っ
け
に

火
が
回
り
炎
は
鱒
臍
余
り
立
ち
上
り
、

孟
宗

竹
･

だ
る
ま
等
の
爆
音
に
参
加
者
は
驚
き
の

声
と
と
も
に
一
瞬
身
を
引
き
ま
す
。

舞
い
上

どんど焼きの様子

ら
に
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

全
市
的
に
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、

当
地
区
に
は
幸
い
、

高
齢
者
の
福
祉
･

活
動

の
拠
点
と
な
る
｢
市
立
荻
野
久
保
老
人
憩
の

家
｣
が
先
輩
諸
氏
の
誘
致
努
力
に
よ
り
建
設

さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
当
自
治
会
は
、

近
隣

の
泉
、

ま
つ
か
げ
、

情
源
、

真
弓
の
各
自
治

会
、

老
人
会
及
び
民
生
委
員
が
管
理
委
員
会

を
作
り
指
定
管
理
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ

の
管
理
の
仕
事
は
自
治
会
活
動
の
重
要
な
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
参
加

す
る
行
事
と
し
て
、

毎
年
一
月
に
｢
憩
の
家
｣

の
広
場
で
実
施
す
る
｢
ど
ん
ど
焼
き
｣
が
あ
り

ま
す
。

今
年
は
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、

当

日
の
午
前
中
に
だ
ん
ご
作
り
を
し
、

午
後
の

｢
ど
ん
ど
焼
き
｣
の
と
き
に
希
望
者
に
配
布

し
ま
し
た
。

今
後
の
課
題
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
の
防
犯

活
動
の
進
め
方
、

資
源
回
収
の
拡
大
策
等
い

ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、

会
員
皆
さ
ん
の
御
理

解
と
御
協
力
に
よ
り
推
進
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　　 　　
　　

　　　　　
どんど焼き風景

が
る
と
筆
が
上
達
す
る
と
言
わ
れ
る
書
初
め

な
ど
も
、

炎
に
あ
お
ら
れ
天
高
く
舞
い
上
が

り
ま
し
た
。

見
入
る
こ
と
し
ば
し
、

炎
で
身
体
を
温
め

参
加
者
同
士
の
歓
談
を
重
ね
、

飾
り
の
燃
え

尽
き
る
の
を
待
っ
て
残
り
火
に
て
持
参
し
た

団
子
を
焼
き
、

一
年
間
の
無
病
息
災
を
祈
り

ま
し
た
。

今
年
も
ど
ん
ど
焼
き
に
御
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
老
友
会
、

自
治
会
役
員
、

有

志
の
方
々
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

又
、

9
月
第
1
日
曜
日
に
は
二
つ
目
の
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
大
運
動
会
を
防
災
訓
練
と
共

に
実
施
し
て
い
ま
す
。

前
日
に
は
自
治
会
･

青
壮
年
会
主
導
に
よ
る
グ
ラ
ン
ド
整
備
･

ラ

イ
ン
引
き
･

テ
ン
ト
の
設
置
、

自
治
会
婦
人

部
の
炊
き
出
し
準
備
が
行
わ
れ
ま
す
。

当
日
は
朝
9
時
か
ら
開
会
し
和
気
あ
い
あ

い
の
中
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
ゲ
ー
ム
等
が
進

め
ら
れ
、

昼
に
は
消
火
器
･

三
角
布
を
使
用

し
た
消
火
･

救
護
訓
練
、

竹
ざ
お
毛
布
使
用

の
救
出
訓
練
を
行
い
、

後
に
婦
人
部
に
よ
る

炊
き
出
し
を
囲
み
懇
親
を
深
め
ま
す
。

今
後
も
会
員
皆
様
の
御
協
力
に
よ
り
自
治

会
行
事
が
盛
大
に
実
施
出
来
る
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

聟
で
創
る
自
治
会
を

珀

ぬ
ざ
し
て

4.Ir月<̂〕

林
第
四
自
治
会
(睦
合
南
地
区
)

会

長

小

泉

彰 @ 芍 こ の街 が自治会紹介
年的

ぎ
私
た
ち
め
旧
胎
陰
は
い
本
厚
木
駅
か
ら
粃
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に
開
か
れ
た
地
区
と
で
会
員
五
三
〇
世
帯
三

◆

′

年
目
の
新
し
い
自
治
会
で
す
。

東
に
小
鮎
川
、

西
に
丹
沢
連
峰
が
そ
び
え

夕
焼
け
が
大
変
き
れ
い
な
地
域
で
す
。

四
つ

力

の
公
園
、

小
鮎
川
、

西
部
用
水
と
住
宅
そ
し

街

て
大
店
舗
が
並
ん
で
い
ま
す
o

そ
ん
な
環
境
で
あ
る
た
め
自
治
会
活
動
は

の
き

簡
単
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

な
ぜ
な
ら
安
全
安

ご/

心
そ
し
て
明
る
く
清
潔
な
住
宅
環
境
の
確
保

窃

が
大
前
提
の
も
と
で
、

新
し
い
人
達
と
の
融

合
、

自
然
環
境
の
確
保
、

商
業
の
繁
栄
が
大

‘

切
で
あ
る
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

忽ゞ

こ
の
た
め
ま
ず
は
･

小
鮎

恐
妻
橋
の
落

牛
"

書
き
と
不
法
投
棄
物
の
対
策
で
し
た
。

落
書

好

き
落
し
に
は
東
京
ェ
せ
芙
美
術
部
、

林
中
学

ノ

う
/

校
の
生
徒
と
の
共
同
作
業
で
素
晴
ら
し
い
壁

＼

画
｢
カ
ル
フ
オ
ニ
ア
の
夕
陽
｣
が
誕
生
し
マ

ふ
追
号
,

次窓社源物漱が泌れ
軟残務処蔽れ鍬0

だ“
5 1
も
処
分
し
、

県
か
ら
許
可
を
得
て
土
盛
に
よ

第
り
整
備
し
散
策
路
と
し
て
復
活
し
ま
し
た
。

四
月
に
は
そ
の
堤
防
に
桜
並
木
が
戻
り
多
く

の
皆
さ
ん
と
お
花
見
会
を
実
施
す
る
事
が
で

3
ク
ラ
ブ
が
結
成
さ
れ
季
節
の
花
植
え
草
刈
と

(
有
志
に
よ
る
ゴ
ミ
拾
い
が
実
施
さ
れ
て
美
観

が
保
た
れ
て
い
ま
す
。

親
子
や
子
ど
も
達
の 省

小
さ
な
自
治
会
に

　

　

　

遊
び
場
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
公
園
で

初
め
て
の
山
形
の
芋
煮
会
、

鮭
の
チ
ャ
ン
チ
ャ

ン
焼
･

サ
ン
マ
せ
班
籤
資
源
ゴ
ミ
協
刀
金
"

で

実
施
し
た
と
こ
ろ
大
好
評
で
し
た
。

ま
た
、

商
業
地
の
国
道
沿
い
は
、

店
舗
の

協
力
と
林
中
学
生
の
協
力
も
得
な
が
ら
歩
道
、

植
込
み
に
捨
て
ら
れ
た
ゴ
ミ
拾
い
を
実
施
し

美
観
を
保
つ
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
会
員
に
は
優
れ
た
人
材
が
多
く
協

力
を
得
て
い
ま
す
。

草
刈
、

枝
落
し
、

花
植

え
、

ス
ポ
ー
ツ
そ
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
立

上
等
積
極
的
に
参
加
し
て
貰
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
の
11
月
か
ら
｢
林
第
四
自
治
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
｣
が
開
設
さ
れ
五
千
件
を
超
え
る

ア
ク
セ
ス
を
頂
き
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま

す
。

不
在
宅
等
に
は
、

回
覧
や
情
報
が
提
供

で
き
、

時
代
に
あ
っ
た
自
治
会
運
営
が
で
き

る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、

会
員
の
意
見
を
共
有
し
た
｢
一

歩
進
ん
だ
林
第
四
自
治
会
｣
を
目
標
に
行
動

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

大
き
な
珍
事

上
飯
山
自
治
会
(
小
鮎
地
区
)

会

長

金

子

一

"

三

三
方
を
山
々
に
囲
ま
れ
、

自
然
豊
か
な
環

境
に
恵
ま
れ
た
地
域
に
上
飯
山
自
治
会
が
あ

り
ま
す
。

世
帯
数
は
86
軒
と
少
な
目
で
す
。

昨
年
の
10
月
節
日
の
夜
、

突
然
旅
館
の

駐
車
場
に
熊
が
出
没
し
た
と
連
絡
が
入
り
、

駆
け
つ
け
た
と
こ
ろ
半
信
半
疑
で
し
た
が
目

撃
し
た
人
が
い
る
以
上
、

住
民
の
安
全
を
考

え
地
元
消
防
団
に
緊
急
出
動
を
要
請
し
、

全

域
の
警
備
を
数
日
間
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
‐

そ
の
後
、

熊
出
没
も
な
く
一
応
警
備
を
と
き

ま
し
た
が
一
週
間
ば
か
り
た
っ
た
11
月
5

日
に
再
び
熊
が
駐
車
場
内
の
ラ
ー
メ
ン
屋
さ

ん
の
小
屋
に
出
没
し
小
屋
を
破
壊
し
食
べ
物

を
物
色
し
た
後
で
し
た
。

地
元
消
防
団
、

警

察
、

消
防
分
署
、

猟
友
会
の
方
々
が
警
備
に

力
を
か
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
が
熊
の
正
体

を
見
る
事
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

翌
日
、

小
鮎
地
区
自
治
連
の
会
長
さ
ん
達

の
御
協
力
に
よ
り
、

住
民
の
安
全
を
守
る
た

め
に
上
飯
山
自
治
会
広
場
に
熊
対
策
本
部
が

設
置
さ
れ
、

貴
重
な
時
間
を
毎
日
朝
早
く
か

ら
夜
遅
く
ま
で
本
部
に
詰
め
、

警
備
に
あ
た

っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

お
か
げ
さ
ま
で
パ

ト
ロ
ー
ル
、

広
報
車
に
よ
る
巡
回
、

行
政
へ

の
呼
び
か
け
と
や
る
べ
き
事
は
す
べ
て
行
う

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
迅
速
な

対
応
が
な
け
れ
ば
被
害
が
出
て
い
た
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。

人
の
心
の
優
し
さ
、

お
も
い
や

り
、

私
の
よ
う
な
若
輩
者
に
地
域
の
皆
さ
ん

が
一
つ
に
な
っ
て
力
添
え
し
て
く
だ
さ
っ
た

事
、

私
は
涙
が
出
る
程
あ
り
が
た
く
思
っ
て

お
り
ま
す
。

そ
ろ
そ
ろ
本
部
を
解
散
し
、

後

は
自
治
会
で
警
戒
続
行
を
決
め
て
お
り
ま
し

た
。

熊
は
雨
が
降
っ
た
翌
日
に
出
没
す
る
確

率
が
高
い
と
言
わ
れ
、

対
策
本
部
解
散
三
日

前
に
雨
が
降
り
、

捕
獲
す
る
チ
ャ
ン
ス
が
来

ま
し
た
。

今
日
は
絶
対
に
罠
(わ
な
)
に
か
か

る
と
全
員
祈
る
気
持
ち
と
、

も
し
か
し
た
ら

駄
目
か
も
と
、

姿
な
き
熊
に
願
い
を
こ
め
る

思
い
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
夜
、

上
飯
山
を
天
と
地
が
ひ
っ
く
り

返
る
よ
う
な
珍
事
が
起
き
ま
し
た
。

皆
の
願

い
が
通
じ
た
の
か
熊
が
罠
に
か
か
っ
た
の
で

す
。

早
速
自
治
連
の
会
長
さ
ん
達
も
夜
遅
く

に
も
か
か
わ
ら
ず
か
け
つ
け
て
く
だ
さ
り
、

翌
日
神
奈
川
県
等
と
話
し
合
っ
た
結
果
、

丹

沢
山
中
に
放
す
事
に
な
り
ま
し
た
。

捕
獲
し

た
熊
は
体
重
73
キ
ロ
、

身
長
1
臍
斑
勉
と

大
き
な
雄
の
月
の
輪
熊
で
し
た
。

県
下
で
熊

が
出
没
し
そ
の
捕
獲
に
成
功
し
た
の
は
、

上

飯
山
自
治
会
が
初
め
て
と
の
事
。

熊
は
行
動

範
囲
が
広
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
注
意

し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

言
葉
は
つ
き
ま
せ
ん
が
、

各
自
治
会
の
皆

様
の
御
繁
栄
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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